
報 告

諸 外 国 に お け る東 南 ア ジ ア研 究

Ⅰ 視察旅行の概要

京都大学に東南アジア研究を促進 し,東南アジアの

現地調査を行なうための参考に資する為,1961早春,

臼井二尚,棚瀬嚢爾,本間武の三 鋸 こよる所謂臼井チ

ームが結成され,半 力年間に亘 って欧米及び東南アジ

アにおける東南アジア研究状況の視察及び東南アジア

の実状視察を行なったO

-一行は1961.3.21京都を出発 し,まづ米 国 に飛び約

10週間各地を視察 し,次で ヨーロッパに向って英,仏

蘭の諸国に滞在 し,次で東南アジアに向って,ビルマ,

タイ, ラオス,カンボデア,マラヤに約10週間の旅行

を試み,同年9.12帰国 した｡

その間における主要な滞在地は次の如 くであるっホ

ノル ル,ロスアンデェルス,シカゴ,ブルー ミン トン,

バークレイ,パロアル ト,ボールダー,アンナーバー,

イサカ,シラキューズ,- ミル トン,ニュ-ヨーク,

ワシン トン,ニューへイブン,ボス トン(以上米国),

ロン ドン,グラスゴー(莱),バ リー(仏),アムステル

ダム,ライデン,-ーグ,ワ-二ンゲ ン(オランダ),

デ ュッセル ドルフ,ケル ン,ボン(ドイツ),ジュネー

ブ,チュリッヒ(スイス),ローマ,ネーブルス (イタ

リー),カイロ(エデブ ト),カラチ (パキスタン),カ

ルカ ッタ(印),ラングーン,パガン,マンダレ-,メ

ウンジ,ピンマナ, ミョンミヤ,ペグ-(以上 ビルマ)

バ ンコック,チェンマイ,ウボン,ウ ドン,ノンカィ,

アランヤ ･プラテー ト (以上タイ),ヴ ィエンテ ャン

(ラオス),シエンレアプ(カンボヂヤ),クアラ ･ ル ン

プール,クアンタン,ビルー ト･バ レー, プ ロ ビ ン

ス ･ウエレスレイ,ペナン,イポー,マラッカ,スラ

ンバ ン,ジョホール ･バル,シンガポ-ル (以上マラ

臼 井 尚

本 間 武

棚 瀬 裏 爾

ヤ)及びホンコンである｡

この視察旅行は Dr.∫.S.Evertonのすすめによる

ものであり,費用は FordFoundationの援 助 によ

ったのであるが,出発に当っては果 して目的が達せ ら

れるや否や,つまった 日程,気候風土の変 化 に 耐 え

て,最後まで健康を維持 しうるや否や,風俗慣習の興

る諸国に順応 しうるや否や,多少の懸念なきを得なか

ったが,円本の諸学者の御注意,全休としては Ford

Foundation及び,InstituteoflnternationalEdu-

catim のゆきとどいた配慮,英国では BritishCou-

ncilの援助,東南アジアでは山先大使館, 総領事館,

ヂエ トロの助力,又何れの国の大学でも教授諸氏の暖

い教示によって,我々は或程度所期の目的を達 したと

思 う｡少な くとも我 々三名に取 っては計るべからざる

有益な旅行であり,単に東南アジア研究という見地ば

かりでな く,地域研究一般についても輸廓をつかみ得

たと考えている｡

rI アメリカにおける東南アジア研究

米国に於て,その東南アジア研 究 状 況 を知るため

に訪問視察 した大 学ないし研 究 機 関 は East-West

Center(-ワイ大学),シカゴ大 学,インデ ィアナ大

学,カリフォルニア大学,スタンフォー ド大学,Stu-

dyCenterforBehavioralScientists,ミシ ガン大

学,コ-ネル大学,LibraryofCongress,エール大

学,-ーヴァ- ト大学,MIT およびニューヨーク大

学である｡ コロンビア大学 も訪問 したけれども目的と

した教授の仕事の都合とわれわれの 日程の関係で内容

の詳細を知 り得なかった｡コロラド,シラキューズ,

コルゲー トの諸大学 も訪れた｡勿論研究者を有する研

究機関や大学はこのほかい くらもあるけれども,われ
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われのティームは訪問の機会を持ちえなかった｡

(1) 米国の諸大学の研究状況に於て,われわれの注

意を強 くひいたのは合同的な調査研究計画が著 しく発

展 していることであった｡-ワイ大学の East-West

Center,シカゴ大学のPhilippineStudiesProgram,

ComparativeStudyofNewNations,インディア

ナ大学の theAsianStudiesReviewComittee,カ

リフォルニア大学の BureauoflnternationalRel-

ations,InstituteofEastAsiaticStudies,the

CenterforLatinAmericaStudies,thelnterna･

tionalUrbanResearchProject,theCenterfor

South AsiaStudies,theCenterforChinese

Studies,theCenterforSlavicStudies,theCen-

terforJapaneseStudies,theInternationalLe-

galStudiesProgram, ミシガン大学の Centerfor

JapaneseStudies,CenterforChineseStudies,

CenterforSouthern AsiaStudies,Centerfor

RussianStudies,CenterforNearand Middle

EastStudies,コ-ネル大 学 の SoutheastAsia

Program,IndiaProgram,ChinaProgram,Mo-

dem lndonesiaProject.エール大学の EastAsia

Program,Russian Program, Southeast Asia

Program.ハーバー ト大学の CenterforEastAsian

Studies(Harvard-YenchingInstitute),Russian

Research Center,CenterforMiddleEastern

Studies,などが之である｡

このような program乃至研究センターを持つ傾向

は米国に於ても必ずしも古いものでなく,主として第

二次世界大戦後の傾向のようである｡例えば-ーバー

ト大学の CenterforEastAsianStudiesは日本に

もよく知られ,ライシアワー氏の名と共に有 名 で あ

り,30年に亘る歴史を 持つが, RussianResearch

Centerは1946に成 立 した もので あり,Centerfor

MiddleEastStudiesは1953に成立 したにすぎない｡

又例えばカリフォルニア大学の Instituteoflnter･

nationalStudiesに一括される上記の諸 Project乃至

研究センターのうち,1955末には InstituteofEast

AsiaticStudies,InstituteofSlavicStudies及

び BureauoflntemationalRelationsしかなかっ

たのであり,極めて急速な発展をなした,或はなしつ

つある傾向なのである｡

(2)米国のこれらの諸研究機関における研究状況には

若干の特色が指摘される｡

まづその組織面における特色として,(a)特にわれわ

れ日本人に強 く印象づけられるのほ資金がかなり豊か

であることである｡もちろんアメリカの有力な大学の

中にはかなりの数の私立大学があり,その資金は財団

に仰 ぐことが多いのであるが,米国の学者にはその獲

得はそれ程困難ではないらしい｡例えばインディアナ

大学の AsianStudiesReviewComitteeは年100万

弗を5年間得ているというし, -ワイ大 学の Easト

WestCenterは国費により設立され,州費によって

運営されているが,Ⅰ.C.A.(ⅠntemationalCooper-

ationAdministration),U.NりF.A.0.,W.H.0.

からかなりの高額の研究費を得ているのである｡カリ

フォルニア大学の InstituteofInternationalStu-

diesの1960年度の経費は86万弗, その半分が州予算

等,半分が財団からの補助によっている｡又例えばこ

の方面の研究で若い学者が Ph.Dを取ろうとするよ

うな場合,彼が現地研究を行なう資金もその獲得がそ

れ程困難ではないようである｡

(b) これ らの projectないし,Centerは大 抵

Officeを持 っている｡その Officeはカリフォルニア

大学の CenterforChineseStudiesや -ーバー ト

大 学の Russian Research Center,Centerfor

MiddleEasternStudiesのようにキャンパス外にあ

ることもあれば,他の多 くの Centerのようにキャン

パス内にあることもある｡何れにせよ極めて快適な雰

囲気が作られている｡

(C) これらの Centerには専間的な研究の見地か

ら見て極めて好ましい Libraryが備えつけ られてい

る｡それは大きくはないがよい図書室である｡もちろ

ん先に述べたようにこれらの研究センターはその設立

の新しいものが多いから原典 入手の 困難 なものも多

い｡こんな場合彼等はマイクロフィルムなどによって

之を備えつけるのであるが,又米全国の図書館の連絡

も極めてスムーズのようで,ある本 を読 もうと思え

ば,どの図書館にあるものでもそれは可能なようであ

る｡

(d) にもかかわらず,これらのCenterや project

は永続的なものではないようである｡まだ設立が新 し

いから,設立されてすでに廃止された実例を知らない

が,一応5年なら5年の projectが出来上ると,その5

年間を実績第一主義で研究に遠進するが,その後の永
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続を米国の学者はそれ程考えていないように思 わ れ

る｡

(e) 実績第一主義であるから,人員の 配 置なども

適材適所主義が取 られているようである｡この為に若

い学者でこれらのセンターの directorとなっている

人も極めて多い｡例えば ミシガン大学の Centerfor

JapaneseStudiesの R.K.Beardsley,コーネル大

学の JapaneseStudiesの R.∫.Smith,同 じ く

S.E.AsianStudiesの G.McT.Kahin,エール

大学の S.E.AsiaProgram の H.∫.Bendaなど何

れも少壮有為の学者であって,所謂老教授ではないの

であるOこれらの学者がセンターの業務に従事する場

合,米国の大学は彼等の本務とする学部の講義時間を

-らすというような方法を取っている｡研究に従事す

る人々は,カリフォルニア大学の Instituteoflnt･

ernationalStudiesのように教授,助教授の 任 命権

を持つものもあるが,多 くの場合 projectを考慮 して

人事を行なっても,それは projectなり,センターな

りの専任の研究者でな く,学部人事として任命され,

それがかなりの時間を Centerの為にさくという方法

を取 っている｡もちろん Officeを持てば専任の事務

機構は必要な訳で,この事務を有能な女性秘書が行な

っているのが普通のように見受けられた｡例えば ミシ

ガン大学の CenterforJapaneseStudiesでは教授

はすべて学部所属であり, 唯若干の秘書を専任として

おいているだけである｡

次に之を内容面から見ると,これにも若干の特色を

指摘することができる｡

(a) 第一に指摘されねばならぬのは語学教 育 の重

視である｡ある地域を研究するものは現地語に習熟 し

なければならない｡このことは一々指摘するまでもな

いが,若干の例をあげるならば-ワイ大 学 の Easト

WestCenterで最も努力 しているのは 言語研究であ

り,臼井ティームの訪問当時教えていたのは日本語,

支那諮,インドネシア語,タイ語,朝鮮語であり,夏

期を利用してタガロック語を教えるという｡インデ ィ

アナ大学が地域研究を起そうとする場合もまづ語学 コ

ースの充実を心掛けた｡この語学の重要 視の仕 方 は

極めて著 しいもので,例え ば カリフォルニア大 学 の

CenterforChineseStudiesでは Ph.D.候補者は

過30時間,MA候補者は週20時間を中国語の為に消費

すべきものとされていた｡語学で最も重要祝されてい

るのは会話である｡例えばエール大学は AreaStud-

iesの program の外に InstituteofFarEastern

Languageを持 っているが,我々が訪問した時にも耳

による現地語の教育が行なわれていた｡この為に留学

生の奥さん達が多数助手としてこの種の教育に参加 し

ていたが,又areaprogram には大抵どこでも言語学

の教授が参加 している｡ ミシガン大学の W.Gedney

(タイ語),コ-ネル大学の J.M.Echols(インドネ

シア言吾),R.B.Johns(ビルマ及びタイ語)エール大

学の Ⅰ.Dyer(マラヨ･ポリネジア語)W.S.Cornyn

(ビルマ喜吾)等々が之である｡

(b) 又外地の研究として当然のことながら,人 類

学の比重がかなり高いことも指 摘 すべき ことであろ

う｡この点で最も注目すべきものは殆ど人類学的な調

査計画とも見 られる F.Egganの率いるシカゴ大学

の PhilippineStudiesProgram であったが,この

外にも人類学者で地域研究に従事 していた人は極めて

多い｡シカゴ大 学の C.Geertz(インドネシア),ス

タンフォー ド大学の C.0.Frake(フィリッピン),

コーネル大 学 の L Sharp(タイ),G.W.Skinner

(東南アジア華僑)R.∫.Smith,(日本), ミシガン大

学の R.K.Beardsley(日本),エー ル 大 学 の L.

Pospisil(ニューギニア),C.Osgood(南文の non-

chinesepeople)など無数である｡人類学の重要視は

現地研究の重要視ともつながっている｡

(C) 米国の研究センターの特色として 現代を 中心

とした contemporarystudyが重要視されることも

あげなければならない｡もちろん歴史研究や歴史家の

参加が皆無であるのではない｡殊に日本研究や中国研

究には歴史家がかなりあるし,東南アジア研究につい

ても,例えばカリフォルニア大学のマライの歴史地理

の PaulWheatley氏のような人もあるが,全 体 と

して言えば contemporarystudyが際立 って強いの

である｡この為法律学者や経済学者の参加が注目せら

れる｡インデ ィアナ大学の JosephLeeSutton (政

治学)同 L K.Caldwell(政治学),M.LladTho･

mas(政治学),カリフォルニア大 学 の HenryRos･

ovsky(経済学), コ-ネ ル大 学 の GeorgeMcT.

Kahin(政 治学), エール大 学 の Harry∫.Benda

(政治史),-ーバー ド大 学の ロシア研 究 の Merle

Fainsod(政治学),MITの EverettH.Hagen(経

済学). ミシガン大学の RusselFifield(政治学),ニ
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ユーヨク大の F.Trager(同上)など之である｡

(d) 次にアメリカでは共同研究という色 彩が濃厚

であることをあげなければならない｡その最も通例は

コ-ネル大学が L.Sharp教授を指揮者としてタイの

バンコックに Officeをおいて多数の人の参加 したバ

ンコック北東方の水村 BangChanを研究 した所謂

Bang°hanprojectであろう｡その成果はミメオグ

ラフとしては多数に出版されているが,外国の小村を

研究 した projectとしてはアメリカでも規模の大きか

った点で屈指のものであろうが,日本に関する調査で

RichardK.Beardsley等の VillageJapanな ども

共同研究のよい例である｡しかし米国でも共同研究に

固執しているのではない｡どこでも学者の共同研究と

いうのは必ずしも容易ではない｡又共同研究には得も

ある代りに学問の性質によっては損もある｡このこと

に米国でもよく気付いていて,例えばエール大学など

では第一級の学者が得られなければ急いで研究を促進

しないという原則を持っている｡共同研究を促進して

いる大学でも学者の個人的関心を圧迫しないことが一

般に留意されている｡例えばカリフォルニア大学では

InstituteofInternationalStudiesが外地研究に関

する諸 projectを統轄 している｡研究者は相互に夫

々調整的に題目をきめるけれども,研究者は夫々個人

的な独立を保っているのである｡

(e) 更に我々は諸地域研究 計 画に於て研究と教育

が合体していることを一つの特色としてあげることが

できると思う｡日本で研究所と言えばまづ研究一本槍

である｡然るに米国のこの種の StudyCenterに於

ては学生の教育がかなり重要な機能となっている｡学

生といっても大抵大学院学生であるが,ある特定の地

域の教育を行なうのである｡ ミシガン大 学の Center

forJapaneseStudiesでは BA,MA,Ph.D.共に

与えうるが主力をそそぐのはMAで,今まで100人位

の MA を出しており,年々 4-8人が在 学 す る｡

Ph.Dはあまり出さない｡これは就職に関係があると

いう｡ここでは講義そのものは学 部 で行 なわれるの

で,この Centerの為にどんな講義をどの学部で開い

て貰うかば所長の労にまつのだという｡コーネル大学

では地域研究機関では学位を与えないが,何等かの学

科を majorとし,ある地域の研究を minorとさせ

て教育し,学 部 学 生 でこれを取っているものも多い

が,やはり中心は大学院生である｡

(f) Exchangeprogramの発達も亦特色としてあ

げねばならない｡他国の大学と連絡して,学者や学生

の交換教育ないし研究を行なうのである｡Indiana大

学とタイの Thammasat大学との提携,エール大学

のスマ トラの Nommensen大学や ビルマの Intern-

ationalInstituteofAdvancedBuddhistStudies

との協力,カリフォルニア大学とインドネシア大学と

の協力などこれであるが,大学全体と提携しないでも,

有力な外国学者を招哨することなどは日常茶飯事とし

て行なわれている,云うまでもなく十分な資金があっ

て可能なことであるが,日本の学界の状況とはあまり

に異なるので印象に残った｡

以上は米国に於ける諸外国の研究プログラムやCen-

ter一般について,その特色を窺ったのであるが,吹

に特に東南アジア研究には如何なるものがあるかにつ

いて若干の観察を試みる｡米国の東南アジア研究が他

の地域研究に比して特に重要なわけではない｡むしろ

全体として見れば ChineseStudyや JapaneseStu-

dy,或は FarEasternStudyの方が比重に於て大で

あるように見受けられる｡我々が出席した the13th

AnnualMeetingoftheAssociation forAsian

Studiesに於ける研究発表にもこの比 重 は現わ れて

いた｡然 しかなりの数 の東 南アジア研究センターや

projectは存在 していた｡

訪問の順序に従って指摘するならばまづ第一に-ワ

イ大学の EasトWestCenterがある｡この Center

はより多 く教育中心なるものの如 くで,特に大規模な

InternationalTrainingAgencyの活動が注目され

る｡進行中の研究 活動には Dr.Ho及び Dr.River

のアジアの諸経済研究機関の研究 状 況の調査,Dr.

Higa等の沖縄研究,Dr.ArmanzoAdamsの人種

混合の研究があった｡

シカゴ大学の東南アジア研究として注目すべきもの

は PhilippineStudiesprogram である｡F.Eggan

教授中心に行なわれているもので,1953にはじまって

いる｡米国が Philippineを領有した当時,調査の重

点は未開民族におかれていたが,人口の90%を占める

キリス ト教民族やイスラム教民族の社会や文化の研究

は殆ど行なわれなかった｡この欠を補わんとするプロ

グラムで,タガロックの農村,ビサヤの漁村,ボホー

ル州の社会構造,モロ族研究,イゴロットの村落調査

などが行なわれた｡この program は略完了したよう
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に見受けられる｡この外 Southern Asian Studies

と New Statesの研究が東南アジアにも関係を持 っ

ている｡然 し何人かが共通課題を 持 っている の で な

く,教授たちが夫々独 自の問題を選んで研究 している

のである｡

インデ ィアナ大 学 に は Asian StudiesReview

Comitteeが組織され,まづ基礎的な言語教育と人類

学の充実を試みているが,はじめに重点を東アジアに

おき,その充実を侯 って,1963から東南アジアに着手

するという｡今までの東南アジアとの関係は主として

タイとの ExchangeProgram が中心であった｡

カリフォルニア大学の CenterforSE.AsiaStu-

diesでは自然科学がインドネシアの Univ.oflndo-

nesiaや GadjaMadaUniv.と提 携 してい るが,

社会科学や人文科学ではまづ Libraryの充 実につと

めている｡研究は個人的で,D.Carrのインドネシア

の詩の研究,W.Eberhardのビルマ 研 究,A.G.

Pickerellのタイの世 論 やマスコミの 研 究,氏.F.

Salisburyのニューギニアの 経 済 変 化 の研究,P.

Wheatleyのマライの歴史 地理 研究 などが主要なも

のである｡

Stanford大学には program という程のものはな

く,若い者学で あるが C.0.Flakeの ミンダナオの

スバヌン族調査が注意をひいたO

ミシガン大 学 に は Southeast Asia Studies

Program があるが,まだ設立されたばかりで 成果は

あげていない｡関係者には P.Gosling(地理),R.

Fifield (政治),F.Heady(行 政), W.Gedney

(タイ文学)などがある｡フィリッピンとマラヤを中心

とする調査プログラムになるようである｡このプログI

ラムには P.Goslingが重要な役割を果すことになる

ようである｡

コ-ネル大学には SoutheastAsiaProgram があ

って,スタッフの充実から言 っても,調査の実績から

言 っても,この大学は東南アジア研究に於てエール大

学と双 壁 をなすと見 られる｡コーネルの Southeast

AsiaProgram は 1950年にはじまったが,L.Sharp

(人類学),G.McT.Kahin(政 治),∫.M.Echols

(インドネシア語),R.B.Johns(ビルマ語,タイ語),

Golay(経済),G.W.Skinner(人類学)等の人材

を集めたっ1951-58にシャープを中心にタイで大規模

な Bang°hanprojectを 完遂 したが,一万1954年

からケイヒンを中心に Modern IndonesiaProject

を実施 している｡その主題は 1950以降の PosトRev-

olutionaryEraにおける政治,経済,社会,村落,

中国人の研究などである｡

エール大学は MajorAreaProgramsの-として

SoutheastAsiaProgram を持 っており,東 南アジ

ア研究の強い大学である｡エールの東南アジア研究は

OliveDay,RaymondKennedy,∫.F.Embree等

す ぐれた学者を擁 したことからはじまっているが,覗

在は政治史の HarryBendaを長として,W.S.Cor-

nyn,Ⅰ.Dyen,P.Mus等の言語学者,K.∫.Pelzer

(地理),R.Gard(仏教),L.∫.Pospisil,C.0.Osg-

ood(共に人類学)等によって行なわれている｡この

プログラムは全 く共同研究には関心を示さず,主要教

授の関心を有する問題を研究するという態度を取 って

いる｡

--バー ト大学にはインドネシア研究,なかんづ く

Alor島民の人類学的研究で有名な DuBoisがい る

が,大学としての東南アジア研究プログラムは持 って

いないようであった｡

Ⅲ ヨーロッパにおける東南アジア研究

ヨーロッパに於てその東南アジア研究の状況を視察

する為に我々の訪れたのは,イギ リス,フランス,オ

ランダの三国にすぎなかった｡この三国を以て全般を

推察することは無理であるが,上記三国から見るとこ

ろによると次の特色があげられる｡

(1) 個人的な研究者が多いこと｡このことは逆に言

えば共同的な大規模な projectを持た ないことであ

るが,さすがに各国共に植民地を有 していたためにす

ぐれた学者を持 っている｡

(2) 歴史的研究に強いこと｡もちろん人類学者,政

治学者,経 済学 者などは ContemporaryStudyを

行なっているが,歴史的,伝統的,古典的な研究を行

なっている人が多い｡

(a) 英 国

英国で我々の訪問したのはケムブリヂ大学,オクス

フォー ド大学,ロンドン大 学 及 び Royalinstitute

oflnternationalAffairsである｡

ケムブリヂ大学には FacultyofOrientalStudies

があって,東洋諸語を教えているが,東南アジアに就

てはマラヤの文化及び 言 語 のコースが あるだけであ

るoこの学部は古典を主とし,言語も読むことを中心
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にしている｡研究者としては歴史学部の VictorPur-

cell(東南アジア一般,特にマラヤ), M.Lamb(マ

ライ古代史),Tarling(19C.マライ史),G.Irwin

(19C.ボルネオ史)などがある｡オクスフォード大 学

では ⅠndianCivilServiceとMalayaCivilService

の訓練がなくなってから,東南アジアに対する関心が

減退 しているようであるo LかLSt.AntonyColl-

egeでは国際問題研究の上から東南アジアに関心を示

し,経済学部では Balogh,Ady,Hicksなどの諸氏

が後進国開発という立場から東南アジアに関心を持 っ

ている｡

Royal∫nstituteoflnternationalAffairsは有

名な機 関であるが,A.S.B.01ver氏を research

administratorとする小機関で,諸学者に必要 な 問

題の研究を委嘱することを主 な仕 事 にしているよう

で,Instituteが独自に調査を進めているようには見

えなかった｡

英国に於て東南アジア研究を最も活発に行なってい

るのはロンドン大学,なかんづ くSchoolofOriental

andAfricanStudies(SOAS)である｡訪問当時 9学

科に分れていたが, この中には Dept.ofS.E.Asia

&theIslands,Dept.ofHistory,Dept.ofCultu-

ralAnthropology,°ept.ofLaw などが あり,

°ept.ofS.E.Asia& thelslandsは語 学 中心で

EJ.A.Hendersonを actingheadとしてジャワ語,

ビルマ語,マライ語,オセアニア語,ベ トナム語,カ

ンボチャ語,モン語,タイ語,など教えており,°ept.

ofHistoryには東南アジア史,南アジア史を 教える

数人の学者がおり,°ept.oflawでは orientallaw

やIslamiclawが教えられ,°ept.ofCulturalant･

hropologyには東南アジア人類学 者が 数人いる｡同

じ大学の SchoolofEconomicsandPoliticalScie･

nce は必ず しも地 域 研究 を 中心としないが,その

°ept.ofSociologyandSocialAnthropologyには

マラヤの トレンガヌ州を研究 した RaymondFirth,

シンガポールの中国人を研究 した M.Freedmanな

どが属 している｡

(b) フ ラ ン ス

フランスで現在東南アジア研究を行なっている主な

機関は EcoledesLanguagesOrientales,College

deFrance,EcolePratiquedesHautesEtudes,

EcoleFranSajsd'Extr占meOrient,Institutd′Etu-

desPolitiquesなどである｡ソルボンヌ大学は大 学

院も持たず,Institutd′Etudedu D6pelopment

EconomiqueetSocialeが低開発国の研究をなして

いるのみで東南アジア 研究では強 くはない ようで あ

る｡

主な学者には EcoledesLanguagesOrientales

の Mellon (ベ トナム語),Sokoroff (マレイ語),

CollegedeFranceの P.Mus(仏教),Gaspardon･

ne(古代ベ トナム史)｡EcolePratiquedesHautes

Etudesは6部門中4-6部門が夫々言語学及び歴史,

宗教,経済及び 社会 科学で Durand(言語),Paul

L6vy(宗教),JeanChesnaux(現代政 治史),Le

ThankKhoi(経済史) が い る｡Institutd′Etude

Politiquesは現在 J.Eyriatを所長としているがか

なり contemporarystudyを試みているようで,南

アジアの西欧式研 究 所の調 査や南アジアの current

eventsの編年史を作 っており,特に後者の為の doc-

umentationは注目すべきものであった｡新聞記者と

しても著名な T.Mende氏はここに所属 している｡

仏印研究で著名な EcoleFrangaisd′Extr台meOri-

entはフランスに引あげたが,多数の研究者を持 って

いる｡

(C) オ ラ ン ダ

オランダで我々の訪れたのは InstituteofSocial

Studies(-ーグ),RijksuniversiteitteLeiden,

Rijksmuseum voorVolkenkunde(ライデ ン),

RoyalTropicalInstitute,AmsterdamMunicipal

Univ.,StateAgriculturalUniversityatWag-

eningenなどである｡ オランダはインドネシア領 有

の長い歴史を有 し ､その間最高の人材を投入 してその

統治と調査に当っていたのでインドネシア研究の人材

が雲の如 く集っている｡しかし今ではそのインドネシ

アが失われたために,インドネシアの知識と経験を全

熱帯研究にreorientateLようとしている｡この方向

がオランダ全土で歩調を合せていることが強 く印象に

残った｡

-ーグの InstituteofSocialStudies もその一

つで,1952に設けられ,低開発国全体の社会科学的研

究とMAコースの学生の教 育 に 当っている｡部 門は

SocialSciences,Economics,PublicAdministra･

tionの3部門に分れ10名の専任教授を持 っているが,

この中には東南アジアに造詣の深いJ.P.Thijse,H.
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Th.Chabot,W.Brand諸氏が交 っている｡

ライデン大学はユ トレヒト大学と共に曽て蘭印官吏

養成の任務を持 っていたが,今ではこの機能は行使す

べ くもない｡然 しG.W.Locher(チモール,考古学

人類学),Tweuw (インドネシア語),P.E.deJos･

selindeJong(人類学),∫.Keuning(アダッ ト法)

等のインドネシア研究者がいる｡同じくライデンにあ

る民族博物館には Th.S.Kooijman(SouthSea),

A.C.vandeLeeden(インドネシア)など J.P.B.

deJosselindeJongの弟子等が研究に従 事 してい

る｡

アムステルダムの RoyalTropicallnstituteは熱

帯及び亜熱帯の知識の宝庫たることと,必要に応 じて

この知識及び技術のサービスを目的として設けられた

もので あ るが, 元 々は ⅠnstituteforNederland-

Indiaと呼ばれていた機関である｡Ⅴ.∫.Koningsb-

ergerを 所 長とし, P.H.Westermann(General

Affairs),氏.Brink(Tropicalproducts),R.A.

M.Bergman(anthropology),∫.W.Wolff(熱帯

医学)などがいる｡ワ-ニンゲンの農科大学は農科大

学としてオランダ最高であるばかりでな く所謂 non-

western agricultureでも強 く,A.H.Ballendux

など多数の東南アジアの農業研究者がいる｡

この外 アムステルダム FreeUniversityの L

Onvlee(インドネシア語,スンバ研究),アムステル

ダム CityUniversityの W.F.Wertheim (socio-

logy),フロニンゲン大学の P.vanEmst(人類学),

ニメーへン R.C.Universityの E.Allard(non-

Westernsociology),ユ トレヒト大学の J.Prins(ア

ダ ット法),J.vanBaal(人類学),など東南アジア

研究者は極めて多いのである｡

Ⅳ 東南アジア諸国における東南アジア研究

われわれは1961の夏,雨期の東南アジア諸国を 2ケ

月半柱歩き廻った｡訪れた国々はビルマ,タイ,ラオ

ス,カンボヂヤ,マラヤ及びシンガポールである｡わ

れわれはこれらの国々では必ず しも研究機関の訪問を

目的とせず,国々の都市や農村を視察するところが多

かった｡殊にラオスとカンボヂヤでは研究機関という

ものを全 く訪れていない｡しかし,ビルマ,タイ,マ

ラヤでは主要な研究機関を訪れているので,夫々の国

における自国研究の状況の一斑を窺うことはできるよ

うに患う｡

a. ビノレマ

ビルマは建国後まだ日の浅い国である｡然 し Ran-

goon大学と Mandalay大学の二つの大学を擁 し,

種々の研究機関の充実にも努めている｡ Rangoon大

学は1880年の創設でかなり古いが,Mandalay大 学

は農学部を除けばまだ極めて新 しい大学である｡われ

われは前者では学長の Dr.ThaHla,後者では vice

chancellerの U.BaSein氏の外夫々10名以上の教

授に会っている｡何れも自国研究の必要を痛感 してお

られるが,新興国の必要上まづ眼が西洋に向うのは当

然と言わねばならない｡

訪れた研究所 には BurmaHistoricalCommiss-

ion,InternationalinstituteforAdvcancedBud-

dhistStudies,BurmaLaw lnstitute等がある｡

前二者は主として歴史的研究を行なっている｡Histo･

ricalCommissionは金 石 文 の Dr.U PeMaung

Tinを委員長として,時代 区分によって Dr.G.H.

Lu°e,ZeyaKyawHtin BohmuBaShin,Kyaw

Thet,BaNyant,CoronelBaThan等の諸氏が鋭

意研究をしており,InstituteforAdvancedBudd･

histStudiesは仏教国だけあって流石に充 実 してお

り,U.HpeAungを所長として南方仏教の研 究を

している｡ ここには日本からの留 学 生 も行って い

る｡BurmaLawlnstituteは LawLil⊃raryの設立

と運営,法律問題に関するゼ ミナールや 講 蒐 開 催,

Journalの発 行 等 を行なっているが, ビルマの慣習

法である仏教慣習法には今のところ関心を持 っていな

いようであった｡ビルマの法律学者にはJ.F.Keddy,

∫.L Christian,MoungMoung等の諸氏があるが,

この Institute に所属 しているの ではないとの こと

であった｡

b. タ イ

タイにはバ ンコックに Churalongkorn Univers-

ity,ThammasatUniversityの二大 大学が ある｡

前者は殊に総合大学で,医学,農学を除き7学部を擁

している｡後者は,自然科学と人文科学を欠いている

が 6学部より成っている｡現在自国研究のプログラム

としては PatyaSaihooを中心とするラ トブリの人

類学的調査がすみ,ウボン附近のSisake,ウドン南方

の Konkaen調査を 計劃中とのことで あった｡タイ

民俗調査で著名な AnumanRajador氏はもとChu-

ralongkornの教授であった0
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特殊の大学には Mahachuralongkorn Buddhist

University,KasetzartUniversityがある｡前者は

仏教大学でパーリ語研究や Tama(Dharma)研究を

中心とし,後者は農科大学であるが,学問の性質上共

に自国研究と深い関係を持っている｡

この外われわれはバンコックで 研 究 機 関 と して

SiamSocietyとThailandHistoricalCommission

を訪れている｡Siam Societyは1904に王室の保護の

下に PrinceDhaniNivatを総裁としてタイの芸術,

文学,科学の研究を目的として設立せられたものであ

る｡後 BangkokNaturalHistorySocietyを吸収

したので,今では自然科学の一部も包括 している訳で

ある｡誰でも知っている JournalofSiam Society

を出している｡所蔵図書室も大きくはないが充実して

いるようである｡ResearchCenterを1959から設け

ているが,常時多数の研究者が勤務 しているのではな

いO 今持って いる program は ThaiDanishPre-

historicExpeditioni ResearchoftheHillTri_

besofThailandであるという｡ResearchCenter

の主任はオランダの JJ.Boeles氏でタイの Comm_

unityStudyに関心を持っている｡

タイ東部のウボンでわれわれは TUFEC (Thaila-

nd UnescoFundamentalEducatioTICenterを

訪れた｡ユネスコの援助で設けられている農村指導者

養成機関で,有能な教授陣を持っており,ウボン近郊

で何ケ処かの村落の研究に当っていたが,調査そのも

のというよりは,より多 く技術指導的な面を持ってい

るように感じたo

c. マラヤ及びシンガポール

マラヤ及びシンガポールでわれわれが訪問したのは

クアラルンプールのマラヤ大学とシンガポールのシン

ガポール大学だけである｡今ではこの両者は名を別に

した大学となっているが,元来姉妹大学であり,われ

われの訪問した1961でもまだ UniversityofMalaya

inKualaLumpur,UniversityofMalayainSin-

gapore と呼ばれていた｡シンガポール大学が本家筋

で,1949に設立せられたが,RafflesCollegeやKing

EdwardVIICollgeofMedicineが継 承 されてい

るから古い 大学で あるとも言える｡Universityof

Malaya(inKualaLumpar)が設立されたのは1959

からであるが,これらの大学は東南アジアの他の大学

とはかなり趣を異にしている｡その-はマラヤの大学

では外国人特に英人教授をまだ多分に温存 しているこ

とである｡その二は他の東南アジアの諸大学と異なっ

て,マラヤの大学がかなり自国の文化や社会の研究に

重点をおいていることである｡

UniversityofMalaya(inKualaLumpur)に

は FacultyofArtsの中に MalayStudies,Hist･

ory,Economics,IndianStudies,IslamicStudies,

Geographyなどの諸学科があり,°ept.ofHistory

で はJ.S.Bastinがインドネシア及びマラヤの18-19

C.の歴史研究を A.Lambはインドネシア政治史を

°ept.ofGeographyの RobertHoはマラヤの土

地利用の研究を,°ept.ofEconomicsでは Malay

EconomicReviewを刊行している｡MalayStudies

はマライ文 学 中心で あるが, IslamicStudiesや

ⅠndianStudiesも何れも自国の文化と密接なつなが

りがあるのである｡最近 FacultyofArtsの全体を

SouthEastAsianStudiesの学部として再 編 成 し

ようとする動きがあるが,その着眼に於て注目すべき

動向であると言わねばならない｡

UniversityofSingaporeでも殆どあらゆる学科

がマライ研究に指向されている｡例えば地理学科は熱

帯中心の socialgeographyに, 政治学科は Mala-

yanLaw,SE.AsianLaw に指 向されているので

ある｡実地調査では社会研究学科がかなり実態調査を

行なっている｡教授陣には経済学の Lim でayBob,

T.A.Bottorney,LeeSooAnn,D.∫.Blake,政

治学の K.K.Ratham,歴史の K.G.Treggoning,

LeeWilliams,社会学乃至社会人類学の G.Robert-

son,G.Wijeyewardene等の名が見えている｡

臼井ティームの視察報告は ｢東南アジア研究にかす

する視察旅行の報告｣ (1961年10月)というミメオグ

ラフとして,やや詳細に報告されているので,御参照

原臥 たヽいが,ここでは米国,欧州,東南アジアに三大

別 して夫々における東南アジア研究の主要な傾向を指

摘すると共に,研究機関を主にして記述した｡研究者

が従になっているので,名を出さなかった人も多い｡

人を主にして記述したら又別の書き方もできたと思う

が,今回はこれでお許し願いたいと思う｡なお,UNE-

SCO,FÅo,ECAFE,USOM などの国際機関の東南

アジア研究にも注目すべきものがあり,これについて

も上記の報告書にはふれてあるので御参 照 を願 いた

い｡ (文京 棚瀬)
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